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目的 工学機器において，混合，伝熱，化学反応等の促進のための基本的な手段として噴流が用いられている．
本研究では高い混合・伝熱性能を引き出す新しい噴流制御技術の創出を行う．

内容 DNS(Direct Numerical Simulation)により，複数の自由噴流を配置し壁面に衝突させる衝突自由噴流につ
いて，多数配置 した場合の流動解析，噴流自体を周期的に移動（振動）させる制御，噴出口で特異なモー
ドを印加する噴流（開花噴流）の制御を行い，伝熱特性を評価した．

多重衝突自由噴流（19本）
の瞬時速度場

結果

（１）多重衝突噴流の流動特性

19本の自由噴流を配置した多重衝突自由噴流を解析した結果
，隣接する噴流同士は壁面上で衝突後、吹き上げ流れをつく
り，吹き上げは噴流の噴出口に向かって上昇，各噴流を避け
ながら外部へ流出する様子から，多重衝突噴流の噴流間干渉
及び伝熱性能の向上のためには吹き上げの発生を抑制するこ
とが必要であることを明らかにした.

（２）衝突噴流を列方向に振動させるダイナミック制御

１列に並んだ4本の噴流を列方向に周期的に振動させること
で噴流間干渉を抑制でき，比較的一様な流れ場が形成される
こと，伝熱性能の評価より，振動制御を行うことで噴流間の
相互干渉による伝熱性能の低下が抑えられることを明らかに
した．

（３） 開花噴流による流動・伝熱特性

噴出口に軸対称と回転モードを印加した開花噴流を壁面に衝突
させ，衝突距離と回転モードの周波数を変化させた場合の伝熱
特性を明らかにした．特定の周波数と衝突距離の下で、ほぼ一
定の均一な伝熱特性が得られることを明らかにした．
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